
令和５年２月２日
第５回行財政改革有識者会議

次期アクションプランの構成等に対する委員の指摘事項一覧
資料３

発言者

5

５ページ
「②町税の推
移」の２段落
目

固定資産税超過課税を「導
入」とあるが「実施」の方が
適切である。

ご指摘のとおり修正 企画課 髙井委員

伊集委員

伊集委員

1

№ 区分

５ページ
「主な町税っ
決算額の推
移」のグラフ

超過課税の実施期間を示す部
分で、「固定資産税超過課税
を導入→」を「→固定資産税
超過課税を実施」とした方が
わかりやすい。

ご指摘のとおり修正 企画課

２ページ
「箱根町の人
口の推移」
「年齢３区分
別人口割合の
推移」のグラ
フ

推計値を用いている年度を示
す部分で、「推計値→」を
「→推計値」とした方がわか
りやすい。

ご指摘のとおり修正 企画課

有識者会議委員の発言 町の対応 所管課

髙井委員

2

４ページ
「※１固定資
産税超過課
税」の注記

一般的な内容を説明している
が、資料全体を通じて超過課
税の税率が「1.58％」だとい
う情報がないため、どこかに
補足した方がよいのではない
か。

５ページ「②町税の推移」の
２段落目に税率を補足

企画課

嶋矢委員

7
12.13ページ
「③歳入歳出
差引額」の表

１ページ追加して中期と長期
の２ページに分け、それぞれ
表の下に中長期財政見通し
（概要版）にあるグラフを追
加するなど、毎年度の不足額
をグラフで示した方がわかり
やすい。

ご指摘のとおり修正 企画課

6

8

21ページ
「箱根町行財
政改革推進体
制図」の行財
政改革有識者
会議の役割

「行財政会改革の計画策定」
→「行財政改革の計画策定」

ご指摘のとおり修正 企画課 田代委員

3

４ページ
「※１固定資
産税超過課
税」の注記

末尾に「。」を追加 ご指摘のとおり修正 企画課

田中座長

伊集委員4
４ページ
「※２町債」
の注記

ここで説明している町債は建
設事業のための借入れであっ
て、赤字地方債ではないた
め、誤解を生む可能性がある
「いわゆる借金」という表現
は修正した方がよい。

町債の注釈を「町が建設事業
のために金融機関等からの借
入れにより行う資金調達。地
方債ともいう。」に変更

企画課
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伊集委員

5

50ページ
№25「多様化
する１１９番
通報への対
応」

目標指標について、数値を設
定した方が良いのではない
か。通報対応には特殊な部分
もあるため、データをきちん
と取っておくという意味で
も、例えば、効率化が目に見
えるような指標、様々な通報
に対して適切に対応すること
ができたというような指標な
ど、何らか数えられる指標を
追加されたい。

指摘事項を踏まえ修正 消防本部 田中座長

4

40ページ
№19「公共施
設の抜本的見
直し」

総量縮減などを含めて何らか
実施せざるを得ないが、公共
施設の利用に関し、今より不
便になる部分もあるという状
況を認識してもらうために、
今後、町民の皆さんに負担が
生じることもあるということ
について、表現は工夫しつ
つ、濁さずに示していく必要
があるのではないか。

指摘事項を踏まえ修正

「これまでにない対応を検討
する必要がある」「これまで
検討対象としていなかった施
設も含め、対象施設を選定」
という表現を追加する形で修
正

企画課

3

40ページ
№19「公共施
設の抜本的見
直し」

項目名称について、公共施設
の何を見直すのかという部分
の表現があった方がよい。

指摘事項を踏まえ修正

「公共施設のあり方の抜本的
な見直し」

企画課 伊集委員

2

２ページ
№１「持続可
能な行財政運
営方法の確
立」

現状と課題のうち「座長にも
相談しながら～」の部分は、
過程の説明なので、町民に対
して分かるように表現を修正
した方がよい。

指摘事項を踏まえ修正

「座長にも相談しながら」→
「行財政改革有識者会議の意
見を聞きながら」

企画課 伊集委員

№ 区分 有識者会議委員の発言 町の対応 所管課

次期アクションプランの推進項目（事務局案）に対する委員の指摘事項一覧

発言者

1 全般

基本方針４を中心に、コミュ
ニティの活性化、活力あるま
ちづくり、老人クラブの活性
化など内容的に関連する部分
が多くあるが、町民課や福祉
課など主管課が分かれ、プラ
ンが縦割りになっている。そ
の地域の住民、お年寄りや子
供などが、どのようなコミュ
ニティの中で暮らしていくか
という視点を加えるなど、全
体の課題を整理したうえで各
課の役割分担などについて部
局を横断して検討し、推進項
目に反映すべき。

指摘事項を踏まえ修正 町民課 伊集委員
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№ 区分 有識者会議委員の発言 町の対応 所管課 発言者

伊集委員7

62ページ
№33「デジタ
ルデバイド対
策」
64ページ
№32「デジタ
ルファースト
の実現」

行政サービスがどのようにデ
ジタル化され、どのような
サービスの供給が可能となる
かといったＤＸ推進計画など
の取組みが前段にあり、それ
を受けてスマホ教室などデジ
タルデバイド対策に反映され
ていく方が流れとしてわかり
やすいため、№30と№31は順
番を入替えてはどうか。

ご指摘のとおり順番を入替え

デジタルファーストの中でデ
ジタルデバイド対策の充実を
掲げていることを踏まえ、順
番を入替え

企画課

田中座長

8

64ページ
№32「デジタ
ルファースト
の実現」

ＤＸ推進という旗を掲げ、そ
れに向かって進むよりは、各
課で行う行政サービスについ
て積極的にＤＸを絡めて提案
してもらい、それをＤＸ推進
計画中に、後から盛り込んで
いく形にするなど、可能なも
のから取り組んでいき、それ
らがまとまってＤＸ推進計画
になるような流れのほうがよ
いのではないか。

指摘事項を調書に反映

各課等の課題を洗い出し、Ｄ
Ｘと絡めて計画を策定してい
きますが、日々進化する最新
技術を取り込み、可能なもの
から取り組んでいく。

企画課 田中座長

10

62ページ
№33「デジタ
ルデバイド対
策」

スマホを扱える方が増えれば
様々な手続がスマホで済むた
め、サービスの向上だけでな
く、多少なりとも収支改善効
果を見込むことが可能ではな
いか。

電子手続き等の普及にはある
程度時間を要し、また電子手
続きにより短縮した時間を活
用して更なる窓口サービスの
強化を図ることも想定される
ため、現時点で収支改善効果
を見込むことは難しいもの。

企画課

田中座長

9

62ページ
№33「デジタ
ルデバイド対
策」

スマホ教室のような取組みも
デジタルデバイド対策として
は必要だが、高齢者やスマホ
を扱い慣れない人でも入りや
すい行政サービスの使い方と
いった切り口で内容を追加す
るなど、スマホ教室以外のこ
とも実施する中で、総合的に
デジタルデバイドの発生を防
ぐような取組みにされたい。

指摘事項を踏まえ、取組内容
を追加

窓口に備え付けるタブレット
端末の指示に従い操作をすれ
ば、手続きが簡易にできるシ
ステムの導入、書かない窓口
を実現について追加

企画課 田中座長

6

54ページ
№27「観光案
内所のあり方
の見直し」

老朽化している一部の案内所
の廃止などについて書かれて
いるが、ＤＸを取り入れ、町
全体の観光で活用していくよ
うな、前向きな方向性を示さ
れたい。

指摘事項を踏まえ修正 観光課
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№ 区分 有識者会議委員の発言 町の対応 所管課 発言者

伊集委員14
80ページ
№41「英語教
育の充実」

国際観光地として箱根町の特
色を生かした英語学習の機会
を設けたり、子供たちが小さ
い頃から町の活動に関わるこ
とによって地元への愛着を育
んでいくという狙いも考えら
れるが、その結果が英検合格
率の向上でよいのかは疑問。
英検合格を目標にした場合、
結局その勉強をどうするかと
いう話になってしまうため、
それよりは町の特色を生か
し、大人の保護を前提に積極
的に子どもたちが地域に出て
活動していく中で、それが英
語の学びとも繋がっていると
いう方が面白い取組みになる
のではないか。

指摘事項を踏まえ活動指標を
設定

学校
教育課

嶋矢委員

13
80ページ
№41「英語教
育の充実」

より多くの生徒が英検に合格
することは状況が改善してい
るといえるものの、英語教育
は個人で取り組むものでもあ
るため、そのような視点で内
容を確認されたい。

平成29年度から箱根町教育方
針に「箱根英語教育推進プロ
ジェクト」を位置付け、児
童・生徒が英語に興味関心を
持ち、英語力を身に付ける取
組みを推進する中で中学生の
英語検定への積極的な挑戦な
どに取り組んでいることか
ら、今後も継続して実施して
いきたいと考えているもの。

学校
教育課

嶋矢委員

12
80ページ
№41「英語教
育の充実」

現状と課題の「「おもてなし
の心」で接することができる
ように」の部分は、「おもて
なしの心」は、既に持ってい
て、それを表現できるように
する、外国人の方に理解して
いただけるようにするという
方が良いのではないか。

指摘事項を踏まえ修正
学校
教育課

11
76ページ
№39「子育て
支援の推進」

子育て関係の取組全体が盛り
込まれているが、アクション
プランに位置付ける項目とし
ては、「子育てシェアタウン
の推進」のように、重要な取
組みや、収支改善・サービス
向上に大きく寄与するような
ものを抜粋した方がよい。

こども家庭庁の発足に加え、
「異次元の少子化対策」など
流動的な国の動向を捉え、町
が目指す子育て世帯への切れ
目ない支援を行うためには、
国施策や子育て世帯のニーズ
を反映した計画の策定や各事
業の網羅的な推進が重要であ
ると考え、プランに位置付け
るもの。なお、取組内容につ
いては、次期計画策定や新た
な国政策などにあわせ必要に
応じて見直し、改善・拡充を
図るもの。

子育て
支援課

田中座長
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№ 区分 有識者会議委員の発言 町の対応 所管課 発言者

田中座長18

104ページ
№54「職員提
案制度の推
進」

職員の提案で目立った収支改
善効果に繋がったり、あるい
は、目立ったサービス向上に
繋がったような場合は、金銭
的なインセンティブを与える
ような仕組みまで導入しても
よいのではないか。

効果的な改善等は人事評価に
反映されるほか、これまで優
秀な提案には図書カードの配
付などを行ってきましたが、
提案件数は増加したものの、
実際の事務改善に繋がってい
ないケースもあったことを踏
まえ、当面は改善策を実現に
重点を置き、提案職員のモチ
ベーション向上に繋げていく
もの。

企画課

田中座長

17

98ページ
№51「オープ
ンデータの推
進」

箱根町は観光がメインのた
め、例えば、日帰りや宿泊、
何をしたのかなど観光客につ
いてのデータを独自に作るこ
とを考えてもよいのではない
か。

指摘事項を踏まえ、取組内容
に反映

観光関連の情報などオープン
データ化の対象拡大について
検討することを調書に盛り込
んだもの。

企画課 田中座長

16

86ページ
№45「老人ク
ラブの活性
化」

地域のために活動しましょう
といったとき、人口構成を考
えると基本的には高齢者の方
が自然に集まってくると思わ
れるため、老人クラブという
名称を変えたり、老人クラブ
を母体としながらも、老人に
限定せず、在り方をもう少し
根本的に見直してもよいので
はないか。

指摘事項を踏まえ、取組内容
を追加

町老人クラブ連合会役員会な
どにおいても、女性会や自治
会などの他団体と横断的に活
動をしていくべきとの意見も
出ていることから、そうした
点を踏まえ、今後の老人クラ
ブのあり方を検討していきた
い。

福祉課

15

82ページ
№42「コミュ
ニティの活性
化」

長期的に取り組んでいくべき
項目でもあるが、とても重要
な取組みのため、力を入れて
やっていただきたい。

町民課 田中座長
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